
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

住宅改修専用 CAD 

ＡＤＬ支援ソフトシリーズ 

主なバージョンアップ機能のご案内 

※動作ＯＳ 
・Windows10 Ver1909 以降のパソコンで動作します。 

・Windows10 Ver1909 以降のタブレット PC で動作します。 

・Windows10 の更新プログラムで発生した障害は高齢者建築 V9/住環境アセスメント V6 で改修します。 

※データの互換性 
・旧バージョンで作成した図面データ、部品データはそのまま使用できます。 
・旧バージョンの操作方法と設定環境を引き継ぎます。 

※主なバージョンアップ内容 
・Windows10 プログラム更新に伴う誤動作を修正しました。 
・自動作図機能を強化しました。 
・お客様からの要望を機能追加しました。 

※高齢者建築Ｖ８／住環境アセスメントＶ５メンテナンス終了時期 
・高齢者建築Ｖ８／住環境アセスメントＶ５のメンテナンス・サポートは令和２年７月末日で終了します。 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

※ＡＤＬ支援ソフト／住環境アセスメント Ｖｅｒ．６の機能をすべて含みます。 

ＡＤＬ支援ソフト／高齢者建築 Ｖｅｒ．９ 

Ｗｉｎｄｏｗｓ１０更新プログラムに伴う主な誤動作修正 
・図面追加、交点スナップコマンドなどを実行したとき「パラメータ領域が不足しています」のエラーになる。 

・文字列の表示を速くしました。 

・マニュアル開くコマンドで「マニュアルデータが見つかりません」のエラーになる。 
 

◎単線/連続線などで補助線を作図 

◎住宅改修理由書自動作成 

◎ＰＤＦファイルを入出力変換 
・各メーカーが提供しているＰＤＦファイルを入力変換。 

◎パラメトリック部品登録/配置 
・変数を指定しパラメトリック部品登録しパラメトリック部品配置で変数に長さを指

定。 
・元号を「令和」に変更 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主な自動作図機能 

スロープ平面図を作図後 
断面図自動作図 

スロープ平面図作図とスロープ断面図自動作

 

人型歩行部品配置 

スロープ断面図に 
人型歩行部品を配置 

※人型モデル部品を追加しましたのでイメージを表現できます。 

建物平面図作図後展開図自動作図 

建物平面図を作図後 
展開図自動作図 

※展開図を自動作図し寸法線も自動記入 

属性定義後住宅改修部品自動積算 

住宅改修部品自動積算 

※部品/図形に属性を付加すると見積書などを自動作成 


